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平成２３年度 社団法人 日本社会福祉士会 

第 19 回近畿ブロック研究・研修≪大阪大会≫ 

開催要項 
 

◆大会研修テーマ  

生活の再生を支援する社会福祉士を目指して 
～近畿からのメッセージ～ 

 

◆開催趣旨 

 われわれ社会福祉士は、日々社会福祉の向上を目指し、支援を必要とする方々と真摯に向かい合

いながら、不安や課題解決に向けての実践を着実に積み重ねてきています。  

激変する社会情勢下で、生活と福祉を取り巻く環境の先行きが大変見えにくく、その福祉ニーズ

も多様化しています。 

そのような中、3月11日に発生した東日本大震災は、わが国の生活の価値観はおろか死生観を

も揺るがす大きな災害となり、改めて人と人とのつながりの重要性が大きくクローズアップされま

した。そうしたソーシャルワークの担い手として、社会福祉士には、相談援助に軸をおいた対人援

助活動に加え、他職種との連携や社会への働きかけなどが重要な職責として求められています。 

本研修会では、東日本大震災後で今起こっている現実を1995年の阪神淡路大震災の支援にか

かわったソーシャルワーカーたちと検証するシンポジウムに加え、各会員が個々に日々の実践を振

り返り、その中で見えてくるものを検証した研究・実践報告をしていくことで、地域・社会に必要

とされる魅力ある社会福祉士像について、あらためて見つめなおす機会にすることを目的に開催し

ます。 

 

◆開催日    平成 2４年 1 月 2８ 日（土）・２９日（日） 

◆会 場    ビッグ・アイ障害者国際交流センター 
590-0115 大阪府堺市南区茶山台1-8-1 

TEL：072-290-0900   FAX：072-290-0920 

◆参加定員数   ３００名 

◆参加対象者  社団法人 日本社会福祉士会会員および一般参加者 

◆主 催    社団法人 日本社会福祉士会 近畿ブロック研修大会運営委員会 

後援（予定）  大阪府、堺市 

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 

社会福祉法人堺市社会福祉協議会 

社団法人 日本社会福祉士養成校協会近畿ブロック 
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◆日 程 （案） 

【１日目】１月２８日（土） 

11:30～ 

12:00～12:20 

12:20～14:40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

15:00～17:00 

 

 

 

受付 

開会式挨拶（主催者／来賓挨拶） 

シンポジウム 『被災者支援からみたソーシャルワークの意義 

－阪神・淡路及び東日本から学ぶ今後の復興支援の展望―』 

シンポジスト 

   阪神淡路大震災及び東日本大震災支援経験者より3名 

コーディネーター 

  桃山学院大学社会学部社会福祉学科 准教授 松端 克文 氏 

 

≪休 憩≫ 
 

分科会開始 

第１分科会「生きる力を見守り、育む地域支援の展開」（兵庫県支部） 

第２分科会「生きる力を支え、まもる権利擁護の取り組み」（京都支部） 

第３分科会「これからのソーシャルワークの指針となる実践研究」（大阪支部） 

1日目終了 

17:30～19:00 交流･情報交換会 （軽食、テーマ別交流等） 

 

【２日目】１月２９日（日） 

9:00～ 

9:30～1１:30 

 

 

 

 

 

1３:０0～1４:２0 

 

1４:２0～14:４0 

 

1５:00～15:50 

 

 

 

 

15:50 

受付 

分科会開始 

第４分科会「生きる力を育む実践を支え、導くためのマネジメント」（滋賀県

支部） 

第５分科会「生きる力を支え、育むソーシャルワークの実践」（和歌山県支部） 

第６分科会「生きる力を見出し、支える生活への理解と支援」（奈良県支部） 

 

新生涯研修制度と認定社会福祉士の概要 

（社）日本社会福祉士会 副会長 鈴木智敦 氏 

新基礎研修の概要  

（社）日本社会福祉士会 新基礎研修担当 前嶋 弘 氏 

記念講演  

演題：『健康な心が人間関係をつくる～笑いのプロが伝えるコミュニケーショ

ン術～』 

講師：三代目 桂 春蝶 氏 

≪休憩≫ 

閉会の挨拶（次回開催地） 

 

※各分科会については発表形式となっており、また日本社会福祉士会共通基盤研修の 

「6領域」に充当できるよう対応しています。
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◆シンポジウム ≪ 1 月 28 日（土）≫ 
 

【テーマ】『被災者支援からみたソーシャルワークの意義 

－阪神・淡路から学ぶ今後の復興支援の展望―』 

 社会福祉士会がジェネリックソーシャルワークを志向し始めたきっかけが 1995 年

の阪神淡路大震災の経験でした。その後多様化・高度化するニーズに対応できるソーシャル

ワークへの期待が一段と高まってきました。その中で今年 3 月 11 日東日本大震災が起こり、

今も生活そのものが困難な状況にある人が多くいます。 

本シンポジウムは、われわれ社会福祉士自らが困難な状況にどう支援できるのか、様々な社会

資源、マンパワー、ネットワーク、制度、施策からその可能性を探るとともに、社会福祉士とし

てのアイデンティティが再認識されることを目的にしています。 
 

【シンポジスト】 

○ 関川 雅世 氏 
（せきかわ まさよ）  
梅花女子大学 職名, 講師, 所属, 現代人間学部 人間福祉学科. 最終学歴, 大阪教育大学大学
院教育学研究科 修士. 
所属学会, 日本 介護福祉学会 日本社会事業大学社会福祉学会. 

社会福祉士（大阪支部） 阪神・淡路大震災時の支援経験。東日本大震災でも積極的に支援に

携わっている。 

 

○梶間 聖子 氏 
（かじませいこ） 

社会福祉士（大阪支部）、阪南市役所 25 年目、阪神・淡路大震災時の支援経験。東日本大震

災支援にも参加する。 

 

○岡本 和久 氏 

 （おかもと かずひさ） 

大阪市生まれ。社会福祉士。 

（職責） 

大阪府立大学社会福祉学部卒業後、１９９１年神戸市入庁。生活保護、老人福祉ケースワーカー

を担当。１９９５年の阪神・淡路大震災経験後、１９９６年より保健福祉局地域福祉課にて、ボ

ランティアセンターの立ち上げ、仮設住宅、復興住宅での地域見守り活動等に従事。 

２００１年～２００３年、厚生労働省老健局計画課に出向し、在宅福祉担当。 

２００３年～２００７年、保健福祉局高齢福祉課、介護保険課にて在宅福祉・介護予防担当係長。

２００７年～２００９年、神戸市灘区保護課係長。 

２００９年４月から、神戸市こども家庭センター 児童虐待担当係長。 

（兵庫県社会福祉士会） 

１９９２年より兵庫県社会福祉士会理事、２００８年より副会長。 

（学識経験） 

２００５年～２００９年、神戸親和女子大学非常勤講師、２００６年～２００９年、神戸女学院

大学非常勤講師（地域福祉論、コミュニティワーク論担当） 

（著書） 

共著：社会福祉援助技術現場実習（あいり出版）2008年 

共著：相談援助技術の発見（あいり出版）2009年 

共著：事例中心で学ぶ相談援助演習（みらい）2010年 
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【コーディネーター】 

  桃山学院大学社会学部社会福祉学科 准教授 松端 克文(ﾏﾂﾉﾊﾅ ｶﾂﾌﾐ)氏  

 

◆専門は「地域福祉論」と「社会福祉サービス論」。 

 

◆地域を舞台に、地域発で、「自治」的に私たちがより暮らしていきやすいような社会に変

えていくことができるような地域福祉の方法論を研究中。 

 

◆著書 

編著『よくわかる地域福祉（第4版）』ミネルヴァ書房、2010 

   単著『障害者の個別支援計画の考え方・書き方』日総研出版、2004 

    編著『松江市の地域福祉計画』ミネルヴァ書房、2006 

    分担執筆『地域福祉計画』有斐閣、2005 

   分担執筆『地域福祉論―地域福祉の理論と方法―』へるす出版、2009 

   分担執筆『社会福祉援助の共通基盤（第２版）下』中央法規出版、2009など 

 

 

 

◆大阪が送る笑いの福祉  記念講演 ≪ 1 月 29 日（日）≫  

【演  題】『健康な心が人間関係をつくる～笑いのプロが伝えるコミュニケーション術～』 

【講  師】三代目 桂 春蝶 氏
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分科会（実践･事例発表）テーマ  

z 各分科会とも発表形式（４発表程度）により行います。 
z 本研修は日本社会福祉士会共通基盤研修の「6領域」に充当できるよう対応しています。 
z 発表者（一人発表1５分程度）を２４名程度募集します。 
尚、発表申込に関する詳細については、必ず７頁の申込要領をご参照のうえ、お申込下さい。 

 

日頃の皆様の実践（取り組み）から、活発なデスカッションができる場にしたいと考えますので、 

奮ってお申込下さい。 

【1月 2８日（土）】 

第 1分科会『生きる力を見守り、育む地域支援の展開』 兵庫県支部 

ソーシャルワークの現場では、個人や家族の支援を軸に、それらを取り巻く環境や地域に働きかけ、理解や

参加を促しながら生活を支援する視点が求められている。地域支援の実践を通して、社会福祉士としての課題

と方向性を見出したい。 

発 

表 

例 

・地域包括支援センターにおける社会福祉士の役割 

・現行の福祉制度における地域福祉の課題 

・独立型社会福祉士事務所の実践 

・社会資源の活用とネットワーク形成 

・地域での自立生活支援へ向けた取り組み 

日本社会福祉士会共通基盤研修領域：地域支援 

 

第 2分科会『生きる力を支え、まもる権利擁護の取り組み』 京都支部 

人権の擁護及び社会正義の原理は、ソーシャルワーク実践の基盤であり、利用者主体の支援を展開する原点

でもある。地域における権利擁護実践を通して、社会福祉士が真に利用者の権利擁護を推進するための課題と

役割について考える。 

発 

表 

例 

・成年後見制度･日常生活自立支援事業の課題と展望 

・専門職としての権利擁護への取り組み 

・ＤⅤや虐待ケースの援助実践 

・オンブズマン制度実践の取り組み 

・権利擁護実践への住民参画の取り組み･推進 

・権利擁護実践にかかわる他職種との連携の現状と課題 

日本社会福祉士会共通基盤研修領域：権利擁護 

 

第 3分科会『これからのソーシャルワークの指針となる実践研究』 大阪支部 

社会福祉士としてより質の高い支援を提供していくために、自らの実践を振り返ってそれらを評価･検証

し、研鑽を繰り返すことは社会福祉士の力量形成に不可欠なプロセスである。さまざまな課題に取り組む社

会福祉士の実践を通じて、今後の援助活動の方向性を検証する。 

発

表

例 

・スクールソーシャルワーカーにおける社会福祉士としての実践 

・社会福祉士養成教育における実習指導の現状と課題 

・現場でのスーパービジョン等研修体系に関する実践報告 

・災害ボランティア等における社会福祉士の取り組み 

・出所者支援における社会福祉士の取り組み 

・犯罪被害者支援における社会福祉士の取り組み 

日本社会福祉士会共通基盤研修領域：実践研究 
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【1月２９日（日）】 

第４分科会『生きる力を育む実践を支え、導くためのマネジメント』 滋賀県支部 

政治経済等の社会情勢を取り巻く大きな変動の波と併せて、社会福祉を巡る制度環境も大きく変革し

ている。多様化する社会の中で、社会福祉諸活動を担う社会福祉法人をはじめとした各種法人が、その

役割を検証しながら地域を支える組織としての福祉経営について考える。 

発 

表 

例 

・現行の福祉制度における各種法人の経営の現状と課題 

・介護サービス分野での各種法人による活動の実態と課題 

・人材育成･人事考課と職場管理の取り組み 

・職場における業務改善の取り組み 

・リスクマネジメントの現状と課題 

・外国人労働者および緊急雇用対策における失業者の介護労働市場への参入における課題 

・これからの公益法人のあり方と経営実践の取り組み 

日本社会福祉士会共通基盤研修領域：福祉経営 
 

 

第５分科会『生きる力を支え、育むソーシャルワークの実践』 和歌山県支部 

個人の持つ福祉ニーズに多様化と複雑化がみられており、それらの問題を解決に導く社会福祉士とし

ての取り組みにもさまざまな相談援助アプローチが求められる。相談援助の実践を人権擁護の視点から

考える。 

発 

表 

例 

・多問題家族や援助困難事例に対する取り組み 

・援助に消極的な要支援者への関わりと支援 

・支援ニーズに対する専門職としての取り組み 

・滞日外国人等の生活問題への対応 

日本社会福祉士会共通基盤研修領域：相談援助 

 

 

第６分科会『生きる力を見出し、支える生活への理解と支援』 奈良県支部 

今日、個別的で複雑化する個々人の生活問題や生活課題を理解するために、社会福祉士には生活を構造的･

機能的にとらえることのできる力量が求められている。また、顕在化している問題だけでなく、生活の全体

像を把握し、問題の背景や解決後の生活の在り方も含めた支援の視点も重要である。個人と生活環境とのか

かわりを見据えながら生活問題･課題をどのように捉えていくかについて考える。 

発 

表 

例 

・低所得者･失業者等が抱える貧困問題への取り組み 

・生活問題の重層化･長期化への取り組み 

・生活問題解決へのケアマネジメント支援の実践 

・ニートや引きこもりなど若年者の生活問題と地域での取り組み 

・ホームレス問題や新たな生活問題への構造的理解 

日本社会福祉士会共通基盤研修領域：生活構造 
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平成23年度 (社)日本社会福祉士会 近畿ブロック研修会 大阪大会  

分科会発表申込要領 

下記の要領で分科会の発表者を募集します。奮ってお申し込みください。  

発 

表 

資 

格 

（社）日本社会福祉士会会員に限ります。 

  会員以外の方との共同研究の場合、発表要旨に共同研究者名を記すことはかまいません 

  が、発表者は会員に限ります。 

 ※分科会発表採用者は、近畿ブロック研修会の参加申込をしてください。 

 

 

 

 

申 

込

数 

 一人一発表です。  ※既に他学会等で発表したものと全く同じ内容の発表はご遠慮願います。 

（本会支部における学会等での発表は除く） 

 

 

申 

込 

様 

式 

 様式1「分科会発表申込書」（９頁）に必要事項を記入してください。  

http://www.oacsw.or.jp/ からダウンロードも出来ます。 

 

 

 

 

申 

 

込 

〒542-0012 大阪市中央区谷町7丁目4番15号 大阪府社会福祉会館内 

  (社)大阪社会福祉士会 大会運営事務局  

TEL：0６-４３０４-２７７２ FAX : 0６-４３０４-２７７3 

 Ｅ-mail：ofuku@mx1.alpha-web.ne.jp 

    郵送、ＦＡＸまたはＥ-mailにてお申し込みください。 

 

 

 

 

締 

切 

郵  送    ：平成23年10月28日（金） 消印有効 

FAX・e-mail ：平成23年10月28日（金）  必 着 

 

 

審 

 

査 

・申込数･内容等を勘案･審査し採否を決定の上、申込者に個別に通知いたします。 

・採用にあたっては、実践にもとづく発表を優先することがあります。 

・内容等については、大会運営委員会が助言をする場合があります。 

・採用数が定数に満たない場合、追加募集する場合があります。 

 

 

 

採 

用 

採用数：約２４発表程度（各分科会４発表程度）  

  発表分科会は、原則として申込者の希望を優先しますが、テーマ・内容・応募数を勘案 

し、他の分科会で発表をしていただく場合があります。 

 

 

レ

ジ

ュ 

メ 

提 

出 

様 式：様式2（１０頁）に従ってレジュメを作成してください。（※申込時にレジュメ提 

出はありません）。提出されたレジュメはそのまま版下原稿として使用しますの

で、ワープロ等で作成した鮮明な原稿を提出してください。   

 

 

 

提出先：(社)大阪社会福祉士会 大会運営事務局  

期 日：平成23年11月28日（月） 必着 

     期日までに提出されない場合には、採用を取り消し、発表を認めません。 

 

 

 

時 間：発表1５分程度にまとめてください。  

発 

 

表 

機 材：スライド、ＯＨＰ、ＶＴＲは使用できません（データプロジェクターのみ用意する予定）。 

データやイメージ資料として使用したい場合はレジュメに入れていただくか、印刷の上、 

当日資料としてご準備いただくこととなりますのでご了承ください。 

 

資 料：当日配布する資料がある場合は、必ず事前にご連絡下さい。 

 

 



 

8 

様式１の記入例 
平成 23 年度 (社)日本社会福祉士会  近畿ブロック研修会 大阪大会  分科会発表申込書 

ふりがな  ふくし あきこ 支 部 名：□▽県 

氏名    

福祉 明子 

会員番号：１０＊＊＊ 

所属先名称 職種または役職 

○△□□▽ ○○ 

連絡先（自宅・勤務先） 
 

住所：〒８８８－８８８８   □□県 ○○市 △△△町 ▽▽▽▽―▽▽▽▽ 

               ××××荘 ☆☆☆号室 

TEL：(□□□□)□□―□□□□ 携帯：(□□□)□□□□―□□□□ FAX：(□□□□)□□―□□□□ 

ｅ‐ｍａｉｌ【携帯除く】： □□□□□@□□□□．ｎｅ．ｊｐ 

発表テーマおよび発表内容の概要（注１） 

テ－マ：                           発表希望分科会：第 △ 分科会 

老人福祉施設におけるオンブズマン活動の検証とあるべき役割・機能について                             

 

共同研究（発表）者：なし 

 

研究目的：○○県のある老人福祉施設では、利用者の権利擁護とサービスの質の向上を図るためにオン

ブズマン制度を導入して4年が経過した。その制度は、利用者とサービス事業者の関係調整機能という

よりも、利用者の声の代弁と改善への提言に主眼がおかれている。しかし、利用者の声をオンブズマン

が代替するよりも、本来的には利用者本人が施設に意見や苦情を言えることが望ましい。老人福祉施設

のオンブズマン活動の現状を振り、あるべきオンブズマンの機能・役割について考察していきたい。  

 

研究方法：①オンブズマン活動の方法について整理する。②意見・苦情を内容や性格により分類する。

③問題の解決方法について整理し、④そこから見えてきた問題点や課題を明らかにする。検討の範囲は、

意見箱、巡回相談、施設点検、在宅サービス利用者へのアンケート、職員へのサービス評価アンケート、

オンブズマン協力員の活動などである。法人のオンブズマンの機能・特徴を厚生労働省の「苦情解決の

しくみ」の指針などとの比較において明らかにする。 

  

結論（まとめ）：オンブズマンが利用者の声の「代弁」機能を果たしているのは、①選択肢がなく利用

者が対等に事業者に向かい合えない。②利用者の意識は個人の権利を主張するまで成熟していないこと

が背景にある。意見や苦情は、施設の整備・サービスの不満や職員の対応の不適切、入所者同士の対人

関係の問題など匿名による「要望レベル」「請求レベル」の要望が大半である。オンブズマンの介入が

なくても利用者の声が施設運営に反映され問題解決に利用者が参画するしくみがあれば対処できる部

分が大きい。しかるに、オンブズマンは利用者の不満の捌け口としての緩衝材の役割を期待されている。

意見や苦情の解決を本来の取り組むべき部署に返しそこで対処するよう指摘することが重要である。オ

ンブズマンは法人全体の活動を包括的に捉え、第三者の立場から利用者の職員が言えないことも各部署

のトップに進言できる機会をもつ法人唯一の権利擁護、サービス向上のための機関である。利用者の代

弁機能に留まらず、オンブズマン運営規則に規定された権限を最大限に発揮し、利用者の声を育て施設

運営に反映させていけるよう寄与することが期待されている。 

 

同様のテーマでの発表履歴：なし 

 

プロジェクター使用の有無： ○有・ 無 

学会運営委員会への連絡及び問い合わせ事項 

特になし 

＊（注１）の欄は、審査対象となりますので、具体的に記入してください（特に結論部分）。 

<この記入例は、日本社会福祉士会の了解を得て、過去の発表者の申込書記載内容を掲載しています。>
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様式１ 平成 23 年度 (社)日本社会福祉士会  近畿ブロック研修会 大阪大会  分科会発表申込書 

ふりがな 支 部 名： 

氏名    

 

会員番号： 

所属先名称 職種または役職 

  

連絡先（自宅・勤務先） 

住所：〒 

 

TEL：(   )    ―    携帯：(   )    ―    FAX：(   )    ―     

ｅ‐ｍａｉｌ【携帯除く】： 

発表テーマおよび発表内容の概要（注１） 

テ－マ：                           発表希望分科会：第   

分科会 

 

 

共同研究（発表）者： 

 

研究目的：  

 

 

 

研究方法：  

 

 

 

結論（まとめ）： 

 

 

 

同様のテーマでの発表履歴： 

 

 

プロジェクター使用の有無： 有・ 無 

大会運営委員会への連絡及び問い合わせ事項 

 

 

＊（注１）の欄は、審査対象となりますので、具体的に記入してください（特に結論部分）。
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様式２（レジュメの書式） 

 

テーマ  

支部名 支部 会員番号  

所属先名・職種(職名)  

発表者氏名  

（共同研究者氏名）  

 

レジュメの作成上の注意 

 
1. レジュメの様式は原則Ａ４（縦長）２枚以内とします。必ず「Microsoft Office Word」で作成の上、
上記様式を先頭ページの頭部につけて、発表申込要綱（７項）にある宛先までお送りください。 
本文の体裁・字数等は自由としますが、印刷の都合上、左右の余白を３０ミリ、上下の余白を２５ミリ
以上空けてください。 

提出されたレジュメはそのまま版下原稿として使用しますので、パソコン等で作成した鮮明な原稿を提

出してください。 

※発表申込時には、レジュメの提出は必要ありません。 

 

2. その他の注意事項 

1) 業務の内容を逸脱せず、倫理的に正しい内容にしてください。 

2) 事例に関する個人情報の保護・人権擁護につきましては、発表者が十分ご配慮くださいますようお願

いいたします。 

3) 文体は「である調」で作成し、謝辞は不要です。 

4) 査読の結果、書き直しをお願いすることもありますので、ご了承ください。 

5) 原稿などは一切返却いたしません。 
6) 発表の際、スライド、ＯＨＰ、ＶＴＲは使用できません（データプロジェクターのみ用意する予定）。 
データやイメージ資料として使用したい場合はレジュメに入れていただくか、印刷の上、当日資料とし
てご準備いただくこととなりますので、必ず事前にご連絡下さい。 

 7) 発表していただく分科会は、テーマ、内容、応募者数により変更いただく場合があります。 
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◆申込方法 

申込書（最終頁）に必要事項をご記入の上、下記までＦＡＸ/郵送/メールにて、お申込

下さい。（※申請書はhttp://www.oacsw.or.jp/よりダウンロード出来ます） 

１．申込締切日   平成２３年１２月１９日（月） 

２．大会参加・交流会費について 

◎大会参加費  会員：6,000円／会員外：8,000円（学生3,000円） 

◎交流会費   一人：700円（定員100名） 

交流会は、大会会場同館内において、軽食やテーマ別交流を予定していますので、是非

お気軽にご参加下さい。 
 

３．大会参加証及び請求書等の送付 

  申込受付後に、参加証及び請求書（入金手続のご案内）を申込代表者宛てに郵送致します。 

（※入金を確認できた時点で、正式な受付と致しますのでご了承下さい。） 
 

４．お支払方法（銀行振込）について 

   入金手続のご案内を受け取り後、平成２４年１月23日（月）までに指定銀行にお振込下さ

い。（ご入金後は、原則として返金できませんのでご了承下さい。） 
 

 ５．宿泊について 

  宿泊の手配は事務局では行いませんので、恐れ入りますが各自でお申込をお願い致します。 

会場近くのホテル 
 
 

《申込・問い合わせ先》 

社団法人 大阪社会福祉士会 大会運営事務局 

 〒542-0012 大阪市中央区谷町7丁目 4番15号 

  TEL：０6-4304-2772   FAX：０6-4304-2773 

      Ｅ-mail：ofuku＠mx1.alpha-web.ne.jp 
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都道 市区
府県 郡

- - - -

- -

※６名以上でお申込みの際は、お手数ですがコピーをとってご使用下さい。
※FAXされる場合は、送信票は不要です。
　

申込締切　平成２３年１２月１９日(月)

○

金額総合計

円

種別
分野

交
流
会

○

事務局
記入欄

会員・一般
第

受付番号 発送日入力日受付日

 (社)大阪社会福祉士会　大会運営事務局
TEL：０６‐４３０４-２７７２　　FAX：０６-４３０４-２７７３　E-mail：ofuku@mx1.alpha-web.ne.jp

処理日

通信欄（手話通訳の必要な方、車椅子ご利用等の配慮を必要とされる方はその旨お書き下さい。）

合計金額

第 第

自宅

4

フリガナ

-

携帯

〒

ＴＥＬ

第2希望

e-mail

FAX

1/28分科会 記
念
講

申込代表者氏名

例

No.

大阪　太郎

オオサカ　タロウ

性別
参加者氏名
フリガナ

勤務先

10***

会員・一般

追加・変更・取消【再送の場合はいずれかに○印を付けて下さい】

平成23年度   (社)日本社会福祉士会 近畿ブロック研修会　 大阪大会  参加申込書

会員・一般
会員番号

所属支部等
勤務先種別

1/29分科会

5

勤務先名

男
大阪府

高齢デイ(※任意)
6,500

第1希望

第 2 第 1 第

第2希望 第1希望

第 4

第 第1
会員・一般

2
会員・一般

第第 第

第 第

第

第

第
会員・一般

第
会員・一般

第

第 第

第

第3

第5

書類送付先住所

連絡先
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部屋の種類 シングル 洋室 和室 和室 和室 和室 和室 和洋室

ホテル 広め （４名） （２名） （３名） （４名） （５名） （８名） （５名）

シティホテル青雲荘 堺区出島海岸通２－４－１４ ０７２－２４１－４５４５ 56 8 18 4 8 94 132

リーガロイヤルホテル堺 堺区戎島町４－４５－１ ０７２－２２４－１１２１ 73 142 22 4 241 409

ホテルサンルート堺 堺区少林寺町西１－１－１ ０７２－２３２－０３０３ 51 20 3 2 1 77 102

シティホテルサンプラザ 堺区竜神橋町１－１－２０ ０７２－２２２－６６３３ 85 76 46 1 1 2 2 2 215 284

ホテル第一堺 堺区南向陽町２－２－２５ ０７２－２２２－８０００ 18 12 4 1 3 38 60

臨海ホテル（北店） 堺区出島浜通６－２ ０７２－２４７－１１１１ 20 62 122 6 46 256 528

臨海ホテル（石津店） 西区浜寺石津町西２－４－１００７２－２４４－０１１５ 57 25 45 5 9 141 218

ビジネスホテルニュー大浜 堺区大浜北町３－１１－３ ０７２－２２１－２５１５ 142 33 50 4 229 320

堺サンホテル石津川 西区浜寺石津町西３－４－２５０７２－２４４－７７７１ 106 2 2 110 112

コンフォートホテル堺 堺区竜神橋町１－５－１ ０７２－２３３－７１１１ 69 9 40 1 119 171

東横イン 堺区市之町東６－２－１４ ０７２－２８２－１０４５ 96 8 8 112 126

ホテル１ー２ー３堺イン 堺区大町東４－２－３０ ０７２－２３３－００７７ 66 13 23 102 138

ホテルリバティプラザ 堺区翁橋町１－９９ ０７２－２２７－２９４１ 27 23 3 1 1 2 57 95

スーパーホテル堺マリティマ 堺区大町西３－４－１ ０７２－２２７－９０００ 99 99 99

ビジネスホテルなか 西区下田町２６－２６ ０７２－２６４－０６３０ 23 6 4 33 47

ビジネス三国ヶ丘リバティ 堺区向陵西町4-9-18 ０７２－２２３－０３００ 15 2 2 19 23

ダイワロイネットホテル堺東 堺区新町５－１３ ０７２－２２４－９０５５ 200 30 230 260

アパホテル 堺区戎島町４－２８－６ ０７２－２２５－６１１１ 136 2 15 153 170

合　　　計 1339 175 546 105 17 2 55 12 57 0 3 2 12 2325 3294

2011年4月1日現在

堺市内ホテル収容人数一覧

スイート
総客室
数

総収容
人員

住所 電話番号 シングル ツイン ダブル トリプル

 

 

 

  


